
整備水準の算定結果とりまとめ 
 

 

 

 

 

 

○ 現行計画と変更計画（案）の対比 

ゾーン名 変更計画（案）整備水準－現行計画整備水準 施設延長(km) 割合 

±０ｃｍ ７．０ 52% 

０ｃｍ～５０ｃｍ ４．０ 30% 

５０ｃｍ～１ｍ ０ 0% 

１ｍ超 ０ 0% 

宮島 

大竹 

新たに整備対象として追加 ２．４ 18% 

±０ｃｍ ２．０ 4% 

０ｃｍ～５０ｃｍ ４３．５ 76% 

５０ｃｍ～１ｍ １．０ 2% 

１ｍ超 ４．０ 7% 

広島 

新たに整備対象として追加 ６．５ 11% 

±０ｃｍ ７．９ 47% 

０ｃｍ～５０ｃｍ ３．２ 19% 

５０ｃｍ～１ｍ ０．４ 2% 

１ｍ超 ０ 0% 

江田島 

能美島 

新たに整備対象として追加 ５．２ 31% 

±０ｃｍ ５９．６ 61% 

０ｃｍ～５０ｃｍ １９．０ 19% 

５０ｃｍ～１ｍ ４．２ 4% 

１ｍ超 ３．１ 3% 

呉 

倉橋島 

上蒲刈島 

新たに整備対象として追加 １２．２ 13% 

±０ｃｍ １３．０ 33% 

０ｃｍ～５０ｃｍ ２０．６ 53% 

５０ｃｍ～１ｍ ３．４ 9% 

１ｍ超 ０．３ 1% 

竹原 

大崎上島 

新たに整備対象として追加 １．７ 4% 

±０ｃｍ ３１．０ 44% 

０ｃｍ～５０ｃｍ １３．６ 20% 

５０ｃｍ～１ｍ １１．０ 16% 

１ｍ超 ２．９ 4% 

尾道 

因島 

新たに整備対象として追加 １１．３ 16% 

±０ｃｍ １１．１ 47% 

０ｃｍ～５０ｃｍ ３．４ 14% 

５０ｃｍ～１ｍ １．７ 7% 

１ｍ超 ３．０ 13% 

福山 

内海 

新たに整備対象として追加 ４．４ 19% 

±０ｃｍ １３１．６ 41% 

０ｃｍ～５０ｃｍ １０７．３ 34% 

５０ｃｍ～１ｍ ２１．７ 7% 

１ｍ超 １３．３ 4% 

計 

新たに整備対象として追加 ４３．７ 14% 

合  計 ３１７．６   - 

  ※変更計画（案）において，整備済として削除した箇所は計上していない。 

資料 2-4 

見直し後の高潮整備水準と新たに設定する津波整備水準（レベル１津波）を比較した結果，

全域において高潮整備水準が上回るため，これを変更計画における整備水準とする。 
以下に，現行計画と変更計画（案）の整備水準を対比した結果と，参考として変更計画（案）

の整備水準と最大クラス津波水位（レベル２津波）を対比した結果を示す。 



 

【参考】 
 

○ 変更計画（案）と最大クラス津波水位（レベル２津波）の対比 

  変更計画（案）の整備水準と最大クラス津波水位（レベル２津波）を対比し，最大ク

ラス津波水位が上回る箇所を抽出。その他の箇所については，すべて変更計画（案）

の整備水準が上回る。 

   

対象ゾーン 対象箇所 対象区間(km) レベル２津波水位－変更計画（案）整備水準

小用港海岸 ０．２ ２０ｃｍ 

江田島海岸 ２．５ ２０ｃｍ 

中田港海岸 １．１ ４０～６０ｃｍ 

江田島 

能美島 

鹿川港海岸 １．２ ３０ｃｍ 

合 計 ５．０ ２０～６０ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

 


